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平成 18 年３月期 第３四半期財務・業績の概況（非連結） 

平成 18 年１月 27 日 
会 社 名 三協フロンテア株式会社  （ＪＡＳＤＡＱ・コード番号：９６３９） 
（ＵＲＬ http://www.sankyofrontier.com） 
代 表 者 役   職・氏名 代 表 取 締 役 社 長 長妻 貴嗣  

問 合 せ 先 責任者役職・氏名 
取 締 役 執 行 役 員 
管 理 本 部 長 

端山 秀人 ＴＥＬ：（04）7133-6666 

 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
① 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無   ：有 
   棚卸資産の計上は、前会計期間末の実地棚卸高を基準に算出した帳簿棚卸高によってお
ります。 

② 最近会計年度からの会計処理の方法の変更の有無   ：有 
   当第１四半期から固定資産の減損に係る会計基準（「固定資産の減損に係る会計基準の
設定に関する意見書」（企業会計審議会 平成 14 年８月９日））及び「固定資産の減損
に係る会計基準適用指針」（企業会計基準適用指針第６号 平成 15 年 10 月 31 日」を適
用しております。これにより、税引前第３四半期純利益が163 百万円減少しております。 

 
２．平成18 年３月期第３四半期財務・業績の概況（平成17 年４月１日～平成17 年 12 月 31 日） 
(1)経営成績（非連結）の進捗状況                  （百万円未満切捨） 

 売上高 営業利益 経常利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

18年3月期第３四半期 13,280 10.7 1,052 △11.3 1,013 △12.5 

17年3月期第３四半期 11,993 3.2 1,186 44.0 1,158 47.7 
(参考) 1 7 年３月期 16,758 1.8 1,727 6.1 1,681 8.6 
 

 四半期(当期)純利益 １株当たり四半期 
（ 当 期 ） 純 利 益 

潜在株式調整後１株当た
り四半期（当期）純利益 

 百万円 ％ 円  銭 円  銭 
18年3月期第３四半期 422 △24.8 18.89 18.85 
17年3月期第３四半期 561 45.8 50.20 － 
(参考) 1 7 年３月期 906 17.9 81.12 － 
（注）１．期中平均株式数 18 年３月期第３四半期 22,346,896 株 
２．平成 17 年 11 月 18 日をもって普通株式１株につき２株に分割しております。 
なお、18 年３月期第３四半期１株当たり四半期純利益は、期首に分割が行われたも
のとして計算しております。 

３．売上高、営業利益等におけるパーセント表示は、対前年同四半期増減率を示しており
ます。 

 
［経営成績（非連結）の進捗状況に関する定性的情報］ 
 当第３四半期における我が国経済は、原油の高騰及び鋼材を始めとする素材価格の上昇
による影響を受けつつも、景気回復のテンポは踊り場を脱出し、内需を中心に安定的な成長
軌道に復帰しつつ状況にあります。 
 この間、当社の取引先である建設業界におきましては、企業収益改善を背景とした企業の
建設投資は堅調に推移しており、これを受け、大手ゼネコンを中心に建設受注も増加傾向の
状況で推移いたしました。 
 このような状況のもと、ユニットハウス事業部におきましては、大手ゼネコンの建設現場
向けのレンタル受注に注力したことにより、当第３四半期（９ヶ月）におけるユニットハウ
ス事業部の売上高は、13,138 百万円（前年同期比 10.2％増）となり、この売上高は、昨年
10 月に新潟中越地方を襲った、新潟中越地震により被災された方々向けの仮設住宅の建設
受注に対する売上高 745 百万円を含む昨年の売上高を大きく上回る結果となりました。 
 また、営業拡大のために当第３四半期（９ヶ月）に展示販売場（ＳＰＡＣＥ－ＮＡＶＩ）
を新規に 23 店舗出店、１店舗閉鎖（当第３四半期末 89 店舗）いたしました。 
 立体駐車装置事業部におきましては、子会社フロンテアパーク㈱に営業権の譲渡を行い、
製造に特化し良品質で低価な製品を供給できる体制の構築を図ったことと、堅調な民間設備
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投資の状況のもと、立体駐車装置事業部の当第３四半期（９ヶ月）売上高142 百万円（前年
同期比 172.1％増）となりました。 
 上記の結果、当第３四半期（９ヶ月）売上高は13,280 百万円（前年同期比10.7％増）と
なりました。 
 また、利益面におきましては、営業拠点拡充に伴う諸経費等が増加したことと、遊休資産
の土地の減損処理（163 百万円（特別損失））を計上した結果、営業利益 1,052 百万円（前
年同期比11.3％減）、経常利益1,013 百万円（前年同期比12.5％減）第３四半期純利益422
百万円（前年同期比 24.8％減）となりました。 
当第３四半期（９ヶ月）の販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。 

       （百万円未満切捨） 
 18年3月期第3四半期 17年3月期第3四半期 (参考)17 年３月期 
 金 額 前年同期比 金 額 前年同期比 金 額 前年同期比 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 
ユニットハウス事業部 13,138 110.2 11,927 103.8 16,653 102.2 
立体駐車装置事業部 142 272.1 52 48.2 91 69.7 
その他 ― ― 13 68.3 13 39.4 
合 計 13,280 110.7 11,993 103.2 16,758 101.8 

 
(2)財政状態（非連結）の変動状況                   （百万未満切捨） 

 総資産 株主資本 株主資本比率 １株当たり株主資本 
 百万円 百万円 ％ 円  銭 

18年3月期第３四半期 28,107 15,588 55.5 697.60 
17年3月期第３四半期 25,801 15,187 58.9 1,359.08 
(参考) 1 7 年３月期 26,371 15,554 59.0 1,391.94 
（注）期末発行済株式数 平成 18 年３月期第３四半期 22,345,776 株 
期末自己株式数  平成 18 年３月期第３四半期  1,011,024 株 
 

【キャッシュ・フローの状況】                     （百万未満切捨） 

 
営業活動によるキ
ャッシュ・フロー 

投資活動によるキ
ャッシュ・フロー 

財務活動によるキ
ャッシュ・フロー 

現金及び現金同等
物 期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
18年3月期第３四半期 △1,924 △229 1,498 1,172 

17年3月期第３四半期 675 △78 97 1,612 
(参考) 1 7 年３月期 1,877 △135 △832 1,827 
 
［財政状態（非連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 
 当第３四半期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、1,172 百万円（前
年同期比27.3％減）となりました。これらの要因は、現金及び現金同等物の期首残高 1,827
（前年同期比 99.2％増）の他、棚卸資産の増加及び仕入債務の減少並びに法人税、配当金
の支払要因により一部相殺されたものの、税引前第３四半期純利益 860 百万円（前年同期比
24.2％減）によるものです。 
 
 当第３四半期における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 
 営業活動の結果減少した資金は1,924百万円（前年同期は675百万円の獲得）となりました。 
   これは主に、税引前当第３四半期純利益860 百万円及び減価償却費1,736 百万円並びに遊
休資産の土地の減損損失163 百万円等を計上いたしましたが、大手ゼネコンを中心とした堅
調な建設受注に伴うレンタル資産投資関連（棚卸資産からレンタル資産への振替等）の棚卸
資産 3,308 百万円増加したことと、法人税等 817 百万円の支払いによるものであります。 

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 
  投資活動の結果減少した資金は 229 百万円（前年同期比 194.0％増）となりました。 
   これは主に、販売拠点（ＳＰＡＣＥ－ＮＡＶＩ）の新設に伴う有形固定資産及び保証金等
による支払いによるものであります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 
  財務活動により得られた資金は1,498 百万円（前年同期は 97 百万円の獲得）となりました。 
   これは主に、短期借入金の純増加 1,600 百万円、長期借入金の純増1,819 百万円の一方で
社債の期日償還による支出1,500百万円及び期末及び中間配当金の支払い419百万円による
ものであります。 

 
【参考】 平成 18 年３月期の業績予想（平成 17 年４月１日～平成 18 年３月 31 日） 
  

 予想売上高 予想経常利益 予想当期純利益 
１株当たり予想
当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 円  銭 
通 期 17,850 1,322 506 22.64 

  
［業績予想に関する定性的情報等］ 
   平成 17 年９月５日開催の取締役会決議により、平成17 年９月30 日最終の株主名簿及び実
質株主名簿に記載又は記録された株主の所有株式数に対し平成17 年 11 月 18 日付けをもっ
て、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。 

  なお、１株当たり予想当期純利益は、当該株式分割後の発行済株式により算出しております。 
  
※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。 
 実際の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
 
添付資料（記載金額は千円未満を切捨てて表示しております。） 
 (要約)第３四半期貸借対照表、(要約)第３四半期損益計算書、(要約)第３四半期キャッシュ・ 
 フロー計算書 
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（単位：千円、％）
当四半期 前年同四半期 （参考）

金　額 金　額 金　額 増減率 金　額

（資産の部）
Ⅰ 流動資産
1．現金及び預金 1,332,097 1,792,500 △ 460,402 △25.7% 2,007,777 
2．受取手形 2,195,592 1,930,963 264,628 13.7% 1,689,572 
3．営業未収入金 2,664,254 2,244,471 419,783 18.7% 2,476,115 
4．売掛金 435,137 360,442 74,695 20.7% 628,555 
5．棚卸資産 1,522,043 1,335,693 186,350 14.0% 1,166,440 
6．繰延税金資産 92,356 80,916 11,439 14.1% 101,701 
7．その他 175,705 134,059 41,645 31.1% 102,095 
8．貸倒引当金 △ 88,158 △ 92,728 4,570 △4.9% △ 103,500
流動資産合計 8,329,029 7,786,318 542,711 7.0% 8,068,759 
Ⅱ 固定資産

1．有形固定資産
(1) レンタル資産 9,809,514 8,169,419 1,640,095 20.1% 8,442,356 
(2) 建物 1,212,364 1,210,487 1,876 0.2% 1,197,381 
(3) 土地 6,407,617 6,571,517 △ 163,900 △2.5% 6,571,517 
(4) その他 756,074 639,953 116,120 18.1% 624,371 
2．無形固定資産 396,152 396,209 △ 56 △0.0% 396,195 
3．投資その他の資産
(1) 繰延税金資産 153,686 55,527 98,158 176.8% 72,432 
(2) その他 1,097,228 1,023,199 74,028 7.2% 1,049,017 
(3) 貸倒引当金 △ 54,252 △ 50,900 △ 3,352 6.6% △ 51,000
固定資産合計 19,778,385 18,015,413 1,762,971 9.8% 18,302,270 
資産合計 28,107,415 25,801,732 2,305,682 8.9% 26,371,030 

（負債の部）
Ⅰ 流動負債
1．支払手形 656,321 1,155,577 △ 499,256 △43.2% 992,991 
2．買掛金 3,012,993 2,174,823 838,170 38.5% 2,690,935 
3．短期借入金 3,700,000 3,070,000 630,000 20.5% 2,156,400 
4． － 1,500,000 △ 1,500,000 － 1,500,000 
5．未払費用 1,581,688 1,436,118 145,570 10.1% 1,350,522 
6．未払法人税等 167,958 205,770 △ 37,811 △18.4% 462,695 
7．賞与引当金 － － － － 98,500 
8．その他 1,038,931 567,590 471,341 83.0% 1,077,992 
流動負債合計 10,157,894 10,109,880 48,014 0.5% 10,330,038 
Ⅱ 固定負債

1．長期借入金 2,000,000 140,625 1,859,375 1322.2% 124,375 
2．退職給付引当金 324,896 334,357 △ 9,460 △2.8% 329,331 
3．その他 36,288 29,622 6,666 22.5% 32,906 
固定負債合計 2,361,185 504,604 1,856,580 367.9% 486,613 
負債合計 12,519,080 10,614,484 1,904,595 17.9% 10,816,651 

1年以内償還予定の社債

増　減
科　目

（要約）第３四半期貸借対照表

(平成18年3月期
第3四半期末)

平成17年3月期(平成17年3月期
第3四半期末)
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（単位：千円、％）
当四半期 前年同四半期 （参考）

金　額 金　額 金　額 増減率 金　額
（資本の部）
Ⅰ 資本金 1,545,450 1,545,450 － － 1,545,450 
Ⅱ 資本剰余金
1．資本準備金 2,698,150 2,698,150 － － 2,698,150 
資本剰余金合計 2,698,150 2,698,150 － － 2,698,150 
Ⅲ 利益剰余金

1．利益準備金 177,680 177,680 － － 177,680 
2．任意積立金 10,764,250 10,238,414 525,836 5.1% 10,238,414 
3． 626,146 789,136 △ 162,990 △20.7% 1,134,647 
利益剰余金合計 11,568,076 11,205,231 362,845 3.2% 11,550,742 
Ⅳ 32,828 △ 6,971 39,799 △570.9% 14,783 
Ⅴ 自己株式 △ 256,170 △ 254,612 △ 1,557 0.6% △ 254,747
資本合計 15,588,334 15,187,247 401,087 2.6% 15,554,378 
負債・資本合計 28,107,415 25,801,732 2,305,682 8.9% 26,371,030 

四半期(当期)未処分利益

その他有価証券評価差額金

(平成18年3月期
第3四半期末) 平成17年3月期

(平成17年3月期
第3四半期末)

増　減
科　目

（単位：千円、％）
当四半期 前年同四半期 （参考）

金　額 金　額 金　額 増減率 金　額

Ⅰ 売上高 13,280,764 11,993,321 1,287,443 10.7% 16,758,846

Ⅱ 売上原価 8,123,864 7,183,544 940,319 13.1% 10,066,806
売上総利益 5,156,900 4,809,776 347,123 7.2% 6,692,039
Ⅲ 4,104,549 3,623,718 480,830 13.3% 4,964,092
営業利益 1,052,350 1,186,057 △ 133,707 △11.3% 1,727,947
Ⅳ 営業外収益 29,604 36,722 △ 7,118 △19.4% 46,875
Ⅴ 営業外費用 68,155 64,268 3,886 6.0% 93,111
経常利益 1,013,799 1,158,512 △ 144,713 △12.5% 1,681,711
Ⅵ 特別利益 18,295 － 18,295 27,812
Ⅶ 特別損失 171,914 24,037 147,876 615.2% 32,707

860,180 1,134,474 △ 274,294 △24.2% 1,676,816
438,114 573,448 △ 135,333 △23.6% 770,279

四半期(当期)純利益 422,065 561,026 △ 138,960 △24.8% 906,537
前期繰越利益 329,446 228,110 101,335 44.4% 228,110
中間配当額 125,365 － 125,365 －

626,146 789,136 △ 162,990 △20.7% 1,134,647

（要約）第３四半期損益計算書

販売費及び一般管理費

税引前四半期(当期)純利益

(平成18年3月期
第3四半期末)

平成17年3月期科　目

法人税､住民税及び事業税

四半期(当期)未処分利益

増　　減(平成17年3月期
第3四半期末)
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(単位：千円）
当四半期 前年同四半期 （参考）

区　分 金　額 金　額 金　額
Ⅰ営業活動によるキャッシュ・フロー
　　　税金調整前当期純利益 860,180 1,134,474 1,676,816 
　　　減価償却費 1,736,445 1,502,775 2,072,542 
　　　減損損失 163,900 － －
　　　長期前払費用償却額 5,618 5,998 8,038 
　　　貸倒引当金の増加額（△減少額） △ 12,089 △ 2,571 8,300 
　　　賞与引当金の増加額（△減少額） △ 98,500 △ 93,300 5,200 
　　　退職給付引当金の増加額（△減少額） △ 4,435 9,118 4,093 
 　　 受取利息及び配当金 △ 2,801 △ 2,296 △ 3,263
　　　投資有価証券評価損益等 △ 18,295 2,640 2,640 
　　　支払利息・社債利息 33,326 36,595 49,556 
　　　固定資産売除却損益 8,014 31,587 21,934 
　　　売上債権の減少額（△増加額） △ 500,420 916,165 660,298 
　　　棚卸資産の増加額　　　　　 （注） △ 3,308,929 △ 2,604,972 △ 3,187,967
　　　仕入債務の増加額 211,426 422,741 689,444 
　　　その他 △ 155,730 169,333 727,931 
　　　　　　小計 △ 1,082,288 1,528,289 2,735,565 
　　　利息及び受取配当金の受取額 2,476 2,390 3,315 
　　　利息の支払額 △ 27,186 △ 35,840 △ 48,882
　　　法人税等の支払額 △ 817,059 △ 819,684 △ 812,129
　　営業活動によるキャッシュ・フロー計 △ 1,924,057 675,155 1,877,869 

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー
      定期預金の払戻による収入 20,000 20,000 20,000 
　　　有形固定資産の取得による支出 △ 254,818 △ 87,391 △ 154,289
　　　有形固定資産の売却による収入 － 40,265 40,265 
　　　投資有価証券の売却による収入 45,407 － －
　　　投資有価証券の取得による支出 △ 10,010 － －
　　　貸付金の回収による収入 40,874 874 1,152 
　　　その他 △ 71,328 △ 51,929 △ 42,732
　　投資活動によるキャッシュ・フロー計 △ 229,875 △ 78,181 △ 135,604

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー
　　　短期借入れによる収入 24,100,000 18,902,400 27,800,000 
　　　短期借入金の返済による支出 △ 22,500,000 △ 18,502,400 △ 28,300,000
　　　長期借入金増加額 2,000,000 － －
　　　長期借入金の返済による支出 △ 180,775 △ 100,800 △ 130,650
　　　社債償還による支出 △ 1,500,000 － －
　　　自己株式の取得による支出 △ 1,423 △ 375 △ 510
　　　配当金の支払額 △ 419,210 △ 200,857 △ 200,969
　　財務活動によるキャッシュ・フロー計 1,498,591 97,966 △ 832,130
Ⅳ現金及び現金同等額に係る為替差損益 △ 337 135 217 
Ⅴ現金及び現金同等額の増加額（△減少額） △ 655,679 695,075 910,352 
Ⅵ資金期首在高 1,827,777 917,424 917,424 
Ⅶ資金期末在高 1,172,097 1,612,500 1,827,777 

(平成18年3月期
第1四半期末) 平成17年3月期(平成17年3月期

第3四半期末)

（要約）第３四半期キャッシュ・フロー計算書

（注）営業活動によるキャッシュ・フローの棚卸資産の増加額には、棚卸資産からレンタル
　　　資産（固定資産）への振替金額（当四半期3,037,805千円、前四半期2,433,293千円、前事
　　　業年度3,248,848千円）が含まれております。


